
ロ令和7年度第 1 宝達志水町男女共同参画審議会 会議録

表決者 全9名

(議案1)令和7年度町の重点目標 (案)について(賛成9名 )・ 日日中囲



令和 7年度第 1回宝達志水町男女共同参画審議会 委員からの意見

委員

女性の社会参画に関する意識は、世界的にも相変わらずその評価が低いまま。また、社会

全体としてもなかなか上がっていかない現状があります。しかし、若い世代、特に30代以

下や子どもたちの間では、意識の変化が確かに見られ、男女差が縮まっているように思いま

す。男女の違い特性を踏まえながらも一人間として社会参画ができる社会づくりをしていく

には、幼少期からの教育 (家庭・学校・社会)に よる力が大きいと思います。

委員 トモサン会の啓発運動の発展に期待 しています。いつも活躍されて素晴らしいです。

事務局

回答

町文化祭、ψS、 らっとミニセミナー及び男女共同参画推進出前講座等、今後も幅広い世代を

対象に啓発活動に取り組んでいきます。

委員

トモサン会、災害時ライフライン中断時のレシピは必要です。ソーラークッカーを使用し

てのレシピは必要です。私は2019年 秋、台風 15、 19号の後、千葉県や栃木県の避難
所で、ソーラークッカーを使用して (水を温める、炊飯、料理)の災害ボランティアセン

ターをしました。

3回書面決議が続いています。対面での開催を希望します。その他の意見交換の中に新し

い発見があるものです。

事務局

回答

石川県男女共同参画推進委員 (ト モサン会)で作成した「防災レシピ」を、毎年開催 して

いる各種男女共同参画推進事業で配布 していきます。

今年度の第 2回審議会は対面での開催を予定しています。



令和 7年度第 1 口 宝達志水町男女共同参画審議会
議案一覧

議案 1 令和 7年度町の重点目標について (案 )

令和 7年度町の重点目標について、議案 1の とおり提案する。



〈議案 1)令和 7年度町の重点目標について (案 )

(提案)

1 第 4次町男女共同参画行動計画の基本 目標 Iの 「男女共同参画社会づくりに
向けた意識の改革」の口呆題 1(2)① にあるように、男性や若い世代の男女共
同参画の理解を促進 していくために、 トモサン会で令和 6年度から新たに老若
男女誰でも作れる防災食 レンピの作成に取 り組んでいる。令和 7年度はレンピ

を完成させ、出前講座や町文化祭、ふ らっとミニセ ミナー等の際にレシピを活

用し、積極的に広報、普及活三カを行い、町民の男女共同参画の意識を高める。

(提案理由)

能登半島地震の経験から、災害時に老若男女問わず誰でも料理ができる必要

性を感 じた。災害時等のライフラインが断たれた時に、限られた環境で限られ

た道具や食材を使つて衛生的においしい料理を誰もが簡単に作ることができる

よう気運を高め、また、男女共にある性別に関する固定的役割分担意識の改善

を図るため。

2 1と 同様に、行動計画基本目標 Iの 「男女共同参画社会づくりに向けた意識
の改革」の課題 1(2)① にあるように、男性や若い世代の男女共同参画の理

解を促進 していくために、 トモサン会が中心となり、夏休みに小学生対象の出
前講座や文化祭での啓発活動 (男女共同参画絵本読み聞かせや紹介など)を実

施し、幼少期からの意識付けを推進する。

(提案理由)

若年層からの丁寧な意識付けの積み重ねにより、これからの本町の男女共同

参画に関する町民意識を高めていき、未来における男性の育児と家庭教育への

参画を促進し、男女共同参画意識を寝付かせていくため。

3 行動計画の基本 目標 Ⅱの「方針の立案 。決定過程への女性の参画の拡大」の

ため、審議会登用女性委員の割合を上げることが求められる。そのため、審議

会等の改選時に女性を積極的に登用するよう、今年度も糸睦続 して生涯学習課か

ら各課に依頼する。

(提木安理由)

令和 6年 4月 現在、審議会登用女性委員の割合は目標に達していない (29.4

%、 前年より 0.5%減 )。 令和 6年度に引き続き、第 4次男女共同参画行動計

画に基づいた取組の推進のため。


